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鉄筋コンクリート構造物全般 
対象構造物 

 

表層部での吸水防止層形成、構造物内部での鉄筋保護層の形成 
項 目 

 

刷毛、ローラー、エアレスガン等 

内

容 

使 用 機 器 
 

使 用 実 績 ＲＣ、ＰＣ橋梁、橋脚およびスノーシェルター等 実績多数 

〔製品の効果〕 

本製品は、ＲＣ構造物用鉄筋腐食抑制機能を有するシラン系の表面保護材です。本製品をコン

クリート構造物表面に塗布することで、表層部に吸水防止層を形成し、劣化因子の侵入を抑制し

ます。また、アミノ基の効果で反応速度をコントロールすることにより、コンクリート内部まで

深く浸透し、鉄筋周囲に不動態皮膜に替わる保護層を形成することで鉄筋の腐食を抑制します。

本製品の特徴を以下に示します。 

① 塗布するだけなので施工が容易にできます。 

② 遮塩性、吸水防止性、水蒸気透過性に優れます。 

③ 内在塩分の多いコンクリート、中性化後のコンクリートにも有効です。 

④ 高濃度のシラン化合物で何度でも再塗布が可能です。 
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■使用方法 
①錆の進行によるクラックの発生        ②脆弱部、錆の除去 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
③断面修復工                  ④プロテクトシル CIT の塗布 
 
 
 
 
 
 
 
 
■使用効果 
①吸水防止層深さ              
   
 
  
 
  
  
  

②鉄筋腐食抑制効果 
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上向き施工面ｔ=10mm 

垂直面施工面 

ｔ=10mm 

ｔ=含浸深さ 

ヒビが入った脆弱部は除去し、鉄筋の錆を

取り除きます。 
塩化物イオンが構造物内部に侵入すること

で鉄筋の不動態皮膜が破壊され、錆の進行

による膨張圧でクラックが発生します。 

劣化部分の除去後、断面修復材にて補修を

行います。 
プロテクトシル CIT を構造物全面に塗布す

ることで、修復箇所の再劣化を防止し、劣

化要因内在箇所の劣化進行を抑止します。 

   

コンクリート供試体にプロテクトシル CIT 塗布

後、割裂し、水性インクを割裂面に塗布した。 
含浸深さは施工の向きに影響されない。 
※吸水防止層が形成されている部分は、水性青イ

ンクが浸透しないため着色しない。 

「4 日間気中乾燥→3 日間塩水浸漬」を 55
サイクル行い塩害促進後、試験体を解体し

鉄筋の腐食状態を確認した。 
無塗布の試験体は激しい腐食による孔食

が発生しているが、塗布試験体は腐食が抑

制されている。 

無塗布 「プロテクトシル CIT」塗布 

下向き施工面ｔ=11mm 


